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A. 研究目的 

肝炎総合対策推進国民運動事業「知って、

肝炎プロジェクト」、および厚生労働科学研

究班（研究代表者：慶應義塾大学医学部微

生物学・免疫学教室加藤真吾先生）で作成

した「肝炎ウイルス検査マップ」等を利活

用し、これらの各種広報・啓発活動が、各

自治体におけるウイルス性肝炎陽性患者の

受診・受療行動に与える影響や、それらを

促進するための因子を検証することが本研

究班の当初の主目的であった。ただし「肝

炎ウイルス検査マップ」等については、ユ

ーザビリティが必ずしも高くないとの指摘

もあることから、2D・3D マップ構築ライブ

ラリの導入による改訂を図り、ユーザビリ

ティを向上させることを本分担研究の主目

的とした。 

 

B. 研究方法 

１）医療機関情報の取得方法： 

①肝疾患診療連携拠点病院：すでに公開さ

れている国立国際医療研究センター肝炎情

報 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ （ http:// 

www.kanen.ncgm.go.jp/index.html）から入

手した。 肝臓学会専門医数、指導医数は日

本 肝 臓 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ （ http:// 

www.jsh.or.jp/medical/specialists/spec

ialists_list）から入手した。 

②肝疾患専門医療機関：肝炎情報センター

ホームページ、および、および厚生労働省

ホームページ「B型肝炎訴訟について」サ

イトの「肝疾患専門医療機関の一覧（厚生

労働省調べ；平成 26 年 12 月 1日現在）全

体版

研究要旨：本研究の目的は、「肝炎ウイルス検査マップ」のユーザビリティの向上である。

そのためにまず、医療機関の情報について、ホームページ・各自治体肝炎対策担当部署

への問い合わせによって取得した。次いで、JavaScript デジタルアースライブラリを利

用し、肝炎マップ試用版を作成した。まず、JSON の記述を簡素化し、ウェブブラウザの

負荷を軽減した。さらに、ズームイン度合いに応じたマーカ切換によって、各医療機関

の位置を識別しやすくした。加えて、詳細情報のバルーン内表示と Google®ストリート

ビューの組み込みによって、医療機関の位置と、詳細情報・周辺状況の同時閲覧を可能

にした。これらのデザインによって、ユーザビリティを高めることができたと考える。 
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（http://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisak

ujouhou-10900000-Kenkoukyoku/ 

0000072224.pdf）」を参考に平成 27 年 12 月

に作成し、平成 28 年 2月時点での変更の有

無につき各自治体肝炎対策担当部署へ問い

合わせし確認した。 

③保健所、委託医療機関：平成 28 年 2月時

点での最新情報につき、各自治体肝炎対策

担当部署へ問い合わせし確認した。尚、健

康増進事業に係る市町村による委託医療機

関については、可能な範囲で情報提供を依

頼した。不完全な地域については、今後順

次更新して行く方針である。 

２）肝炎マップの作成方法： 

①マップ構築ライブラリの選定 

JavaScript デジタルアースライブラリの

Cesium をカスタマイズして用いる。Cesium

には、同等の機能を持つ他の地図サービス

や API と比べて、以下のメリットがある。 

 JavaScript のみで記述されており、クロ

スプラットフォームの Web ブラウザで動

作する。 

 オープンソース・ソフトウェアであること

から、使途を問わず、自由に利用できる。 

 国土地理院のタイルデータなど、オープン

な地図リソースを組み込める。 

 2D・3D モードを必要に応じて切り替えら

れる。 

②データ形式 

Cesium のデフォルト JSON 記法である CZML

形式を簡素化して用いる。本研究で数万件

のデータをマーカ化するため、冗長性の高

い CZML を用いると、処理が重くなる。そこ

で、各医療機関の ID、名称、診療費、カテ

ゴリー、緯度経度、説明文のみが記述され

たフォーマットとする。図 1に例を示す。 

 

 

{ 

    "id": 122248, 

    "name": "那覇市立病院", 

    "price": 1, 

    "category": 0, 

    "position": { 

        "cartographicDegrees": [ 

            127.75288, 

            26.256165, 

            500 

            ] 

        } 

    } 

図 1 フォーマット例 

 

このデータを JavaScript で処理し、マーカ

化して地図上に表示する。データを軽量化

し、Web ブラウザのデータ処理負荷を軽減

するために、各診療施設の電話番号・住所

などの情報は JSON 内には記述せず、サーバ

サイドで管理し、cgi をインラインフレー

ム内に呼び出して表示する。 

③インターフェイスデザイン 

全マーカを一括で表示すると画面内が混雑

し、視認性が低下するおそれがある。そこ

で、地図のズームイン度合に沿って、連携

拠点病院、専門医療機関、委託、保健所の

順で、徐々に表示されるようにする。また、

各マーカを識別しやすくなるために、個別

のアイコンを設定する。詳細については C. 

研究結果において説明する。 

④Google®ストリートビューの組み込み 

マップを利用するユーザにとって、診療機

関のファサードや周辺の街並みは、実際に



 

診察を受ける足がかりとなる重要な情報で

ある。しかしながら、

マーカで示すだけでは、

分に伝えることができない。そこで

ストリートビューを組み込み、各マーカ周

辺の
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いて説明する。

 

（倫理面への配慮）

本研究

医療機関に所属する肝臓専門医数、指導医

数を付加情報として掲載する予定であるが、

特に個人

また、肝炎マップに掲載する医療機関情報

はすでに公開されているものに限定する。

 

C. 研究

１）肝炎マップ

B．で述べた指針に沿って肝炎マップ

を作成した。

図 2

状態を示す。日本全体→東京都

付近へとズームするにつれて、表示される

マーカが切り換わり、画面内のマーカ数が

一定以下に保たれている。この

よって

別しやすくなっている。従って、

リティが高まったと考えられる。
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バルーン内に医療機関の詳細情報が提示さ

れた状態

リック後に
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診察を受ける足がかりとなる重要な情報で

ある。しかしながら、

マーカで示すだけでは、

分に伝えることができない。そこで

ストリートビューを組み込み、各マーカ周

辺の 360 度パノラマ画像を閲覧できるよう

にする。詳細については

いて説明する。 

（倫理面への配慮）

本研究では、最終的には拠点病院、専門

医療機関に所属する肝臓専門医数、指導医

数を付加情報として掲載する予定であるが、

特に個人が特定されうる情報は含まない。
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研究結果と考察

肝炎マップ試用版
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2 に、マップでズームイン操作を行った
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よって、画面内が混雑せず、
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状態と、さらに画面上部のボタン
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図 3

2 ズームイン度合いに応じたマーカ

3 詳細情報と

ストリートビュー起動ボタン

ズームイン度合いに応じたマーカ

詳細情報と Google®ストリートビュー

ストリートビュー起動ボタン

クリックされたマーカ

ズームイン度合いに応じたマーカ

ストリートビュー

バルーン

ストリートビュー起動ボタン 

クリックされたマーカ 

 

ズームイン度合いに応じたマーカ切換 

 

ストリートビュー 

バルーン 
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このデザインによって、医療機関の位置を

マップで俯瞰しつつ、詳細情報・周辺状況

を同時に閲覧することが可能になる。従っ

て、ユーザビリティが高まったと考えられ

る。 

 

D. 結論 

本研究の目的は、「肝炎ウイルス検査マッ

プ」のユーザビリティの向上である。その

ためにまず、医療機関の情報について、ホ

ームページ・各自治体肝炎対策担当部署へ

の問い合わせによって取得した。次いで、

JavaScript デジタルアースライブラリを利

用し、肝炎マップ試用版を作成した。まず、

JSON の記述を簡素化し、ウェブブラウザの

負荷を軽減した。さらに、ズームイン度合

いに応じたマーカ切換によって、各医療機

関の位置を識別しやすくした。加えて、詳

細情報のバルーン内表示と Google®ストリ

ートビューの組み込みによって、医療機関

の位置と、詳細情報・周辺状況の同時閲覧

を可能にした。これらのデザインによって、

ユーザビリティを高めることができたと考

える。 

 

E. 研究発表 

・招待講演： 

１．渡邉英徳：「ようやく地球もオープンソ

ースに：Migrating from Google Earth API 

to Cesium」；東京大学空間情報科学研究

センター「次世代社会基盤情報」寄付研

究部門第 13 回公開シンポジウム 「G 空

間プラットフォームの民間開放に向けて

～サイトの試験公開始めます～」，東京大

学空間情報科学研究センター，2016 年 1

月 26 日． 

２．渡邉英徳：「肝炎総合対策推進における

デジタルマップとアーカイブの活用」；平

成27年度第2回都道府県肝疾患診療連携

拠点病院責任者向け研修会，国立国際医

療研究センター，2016 年 1月 15 日. 

３．渡邉英徳：「データを紡いで社会につな

ぐ」；InterBEE 2015 映像シンポジウム，

幕張メッセ国際会議場，2015 年 11 月 19

日． 

４．高野明彦，渡邉英徳：「検索の新地平〜

未来はグーグルのむこうにある〜」；第

10 回 角川インターネット講座「THE 

SALON」，角川第 3本社ビル，2015 年 8月

26 日. 
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